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【組織（平成 30度）】 

センター長      明石 惠子  （看護学部教授、副学長） 

副センター長     小黒 智恵子（看護部長、副病院長） 

センター員         杉浦 真弓  （医学研究科 教授） 

センター員      築地  仁美  （薬学研究科 講師） 

 センター員      山本 陽子 （経済学研究科 准教授） 

センター員      中川 敦子 （人間文化研究科 准教授） 

センター員          影山  正幸  （芸術工学研究科 准教授） 

センター員      寺口  顕子 （看護学部 准教授）      

センター員      徳光 昭夫 （システム自然科学研究科 准教授）  

センター事務員  岩瀬 多美子  

ワーク・ライフ・バランス相談室相談員  木下 薫 

（事務局） 







目標 4 年次有給休暇の取得を容易にするための措置を検討する。 

【対策】 

○ 年次有給休暇を取得しやすい環境づくりに努め、取得の促進を図る。 

○ ゴールデンウィーク、年末年始など、大型連休にはさまれた平日での会議等の開催を

できるだけ避け、連続休暇取得の促進を図る。 

  目標 5 ワーク・ライフ・バランスの推進を図るための情報提供等を実施する。 

【対策】 

○ ニュースレターなどの配布により、次世代育成支援に関する意識啓発を行う。 













ⅴ 男女共同参画セミナー 







（２）審査結果  





ⅲ ワーク・ライフ・バランス相談室 

１）相談事業 



Ⅴ その他 

ⅰ ハラスメント研修会 



ⅲ 名古屋市男女平等参画推進会議（イコールなごや）への参加 

名古屋市男女平等参画推進会議（イコールなごや）は、男女平等参画社会をめざす市民各界各



第 3節 各部局による取組み 

Ⅰ 各部局における男女共同参画に関する目標・行動計画 

平成 30 年度から第 4 次男女共同参画行動計画に基づき、より一層の男女共同参画の推進に取り

組み、特に本計画期間中には、女性上位職の登用推進とワーク・ライフ・バランスの質共特に本計画



人間文化 

研究科 



第 3章 寄稿 

「男女共同参画推進センター運営委員を終えるにあたり」      

看護学部  寺口顕子 



第4章 資料 



（任期） 








